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消 化 管 組 織 か ら 分 泌 さ れ 反 す う 動 物 に お い て は 摂

食 行 動 を 亢 進 す る と さ れ る グ レ リ ン に つ い て 、 周 産 期

乳 用 牛 に お け る 分 泌 動 態 を 調 査 し 、 飼 料 摂 取 状 況 や 血

液 成 分 と の 関 係 を 検 討 し た 。 調 査 は 、 ﾎ ﾙ ｽ ﾀ ｲ ﾝ 種 雌 牛 7

頭 に つ い て 分 娩 予 定 日 1 4 日 前 か ら 分 娩 後 6 0 日 ま で の

期 間 行 っ た 。 調 査 の 結 果 、 T D N 充 足 率 、 血 中 ｸ ﾞ ﾙ ｺ ｰ ｽ 濃

度 及 び 血 中 ｲ ﾝ ｽ ﾘ ﾝ 濃 度 と 血 中 ｸ ﾞ ﾚ ﾘ ﾝ 濃 度 と の 間 に そ れ

ぞ れ 有 意 な 相 関 が 認 め ら れ た （ p < 0 . 0 1 ）。 血 中 ｸ ﾞ ﾚ ﾘ ﾝ 濃

度 の 変 化 を 経 時 的 に み る と 、 い ず れ の 牛 も 分 娩 後 7 日

目 に 特 異 な サ ー ジ を 示 し た が 、 そ の サ ー ジ の 高 さ に は

ば ら つ き が み ら れ た 。 そ こ で 、 分 娩 後 7 日 目 の 血 中 ｸ ﾞ

ﾚ ﾘ ﾝ 濃 度 が 高 い 牛 （ 4 頭 ） と 低 い 牛 （ 3 頭 ） に 分 類 す る

と 、 高 ｸ ﾞ ﾚ ﾘ ﾝ 牛 群 の 分 娩 後 7 日 目 以 降 に お け る T D N 摂

取 量 が 高 く 推 移 す る 傾 向 を 示 し た（ 2 ～ 3 週 目 ; p < 0 . 0 5 、

4 ～ 5 週 目 ; p < 0 . 1 0 ）。 以 上 の こ と か ら 、 分 娩 後 7 日 目 の

ｸ ﾞ ﾚ ﾘ ﾝ 分 泌 サ ー ジ が 泌 乳 前 期 に お け る エ ネ ル ギ ー 摂 取

量 に 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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